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経済連情報
安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

「物流の２０２４年問題」への対応と
農産物の効率的な輸送体系の確立について

▲「いい夫婦の日」にちなみ県知事に花束を贈呈

▲名古屋市中央卸売市場で試食宣伝会を開催

Main topics

「物流の２０２４年問題」への対応と
農産物の効率的な輸送体系の確立について …01
topics&news

産地と市場の連携による販売力強化
令和６年度系統経済事業研究委員会・流通懇談会 …03
「静岡いちご」の輸出拡大へ
静岡いちご輸出産地セミナーを開催 ………03
本会ブランドをPR
お肉の日畜産フェアで県産畜産物を販売 …04
新品種導入を検討
令和６年度静岡県花卉連ばら部会品種検討会 …04
いい夫婦の日に花を贈ろう
県知事に花束を贈呈 ………………………04
６府県のブランド牛が揃う
第71回近畿東海北陸連合肉牛共進会 …05
本会ブランドの品質向上へ
第36回特選和牛静岡そだち枝肉共励会 …05
中堅職員のスキルアップへ
農機事業幹部候補育成研修を開催 ………05
団体の部で静岡Aが優勝
第41回全国茶生産青年茶審査技術競技会 …06
旬の県産農産物をPR
名古屋市中央卸売市場で試食宣伝会を開催 …06
最新研究紹介

樹高を下げて省力的に栽培できるヒュウガナツのカットバック処理 07
お知らせ

テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介 …09
ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介 09
肥料農薬レポート …………………………10



メ
イントピック

ス

main
topics

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
と

農
産
物
の
効
率
的
な
輸
送
体
系
の
確
立
に
つ
い
て

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
本
会
の
対

応
と
農
産
物
の
効
率
的
な
輸
送
体
系
の
確

立
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ　
物
流
２
０
２
４
年
問
題

へ
の
対
応

　

経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交

通
省
は
令
和
５
年
６
月
に
「
物
流
の
適
正

化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
荷
主
事
業
者
・

物
流
事
業
者
の
取
組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
、
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
を
示
し
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示

す
事
項
を
実
践
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
支
援
課

で
取
組
み
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
実
施
。
各
部
署
に
お
け
る
対
応
状
況

の
取
り
ま
と
め
と
共
有
に
よ
り
、
多
岐
に

渡
る
輸
送
の
合
理
化
を
進
め
、
事
業
改
善

を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
会
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
表
１
の

と
お
り
。

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

わ
が
国
で
は
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

の
施
行
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
以

降
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
時
間
外
労
働

９
６
０
時
間
の
上
限
が
適
用
さ
れ
「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
労
働
環
境
改
善

を
図
る
一
方
で
、
運
転
手
の
不
足
、
輸
送

コ
ス
ト
の
上
昇
や
そ
れ
に
伴
う
商
品
価
格

の
上
昇
、
配
送
遅
延
な
ど
の
課
題
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
現
場
に
お
い
て
も
、
物
流
は
農
産

物
の
収
穫
や
出
荷
と
密
接
に
関
係
し
、
出

荷
遅
延
に
よ
る
品
質
低
下
や
農
産
物
価
格

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
流

の
適
正
化
・
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
、
令
和
６
年
度
中
に
輸

送
能
力
が
約
14
%
不
足
し
、
こ
の
ま
ま
推

移
し
た
場
合
、令
和
12
年
度（
２
０
３
０
年

度
）に
は
、約
34
%
不
足
す
る
と
推
計
さ
れ

（
出
典
：
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け

た
検
討
会
中
間
と
り
ま
と
め
（
２
０
２
３

年
2
月
））Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表１．JA静岡経済連の対応状況
取組み内容 部署の取組み例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

燃料サーチャージの導入
燃料費等の上昇分の価格への反映

下請け取引の適正化

異常気象時等の運行の中止・中断等

荷待時間・荷役作業等にかかる時間の把握 精米工場では運送受付簿に到着、
荷積み荷卸しの開始、終了時間を記録

新設選果場での11パレットの導入推進
肥料輸送で導入済み
２時間以内を確認している（食糧）

「特定事業者」の基準について調整中

定期的（年１回以上）物流事業者との協議を開催している
（総合エネルギー・生活葬祭・食糧）

全部署で契約書による締結

梱包作業料金等、発生する付帯作業には作業料の支払い
（生活葬祭・食糧）

運送契約とは別に「業務委託契約書」
（積み込み作業・市場作業）を設定（食肉）

燃料価格上昇による運送事業者の
運賃値上げ交渉に対応している（総合エネルギー、食糧）

ほとんどの部署で多重下請けは無い事を確認

全部署で運送会社の指示に従い実施している

荷待ち・荷役作業等時間2時間以内ルール

物流統括管理者の選定

物流の改善提案と協力

運送契約の書面化

荷役作業等に係る対価

運賃と料金の別建て契約
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main topics

共
同
利
用
す
る
こ
と
で
、
市
場
内
物
流
の

効
率
化
、
荷
待
ち
・
荷
役
作
業
時
間
の
短

縮
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
段
ボ
ー
ル
等
の

出
荷
資
材
に
つ
い
て
も
輸
送
効
率
向
上
に

向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
．
複
数
品
目
混
載
直
送
の
導
入
検
討

　

１
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
複
数
品
目
を
混
載

し
、
積
載
率
を
高
め
て
納
品
す
る
輸
送
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
・
導
入
を
進
め
て
い

ま
す（
図
１
）。
各
産
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
品

目
ご
と
に
ト
ラ
ッ
ク
を
手
配
し
、
卸
売
市

場
へ
輸
送
す
る
従
来
の
輸
送
体
制
に
対
し

て
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
輸
送
効
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

Ⅳ　
お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
状
況

と
農
産
物
の
効
率
的
な
輸
送
体
系
の
確
立

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　

本
会
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
や
物
流
事

業
者
、
取
引
先
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強

化
し
、
引
き
続
き
物
流
の
効
率
化
・
合
理

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

年
産
か
ら
週
３
日
の
ペ
ー
ス
で
輸
送
を
開

始
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
連
日
運
行
に

増
や
し
、
供
給
量
は
、
１
日
の
レ
タ
ス
供

給
量
の
う
ち
、
５
〜
10
%
程
度
を
占
め
て

い
ま
す
。
直
接
輸
送
に
よ
る
荷
下
ろ
し
箇

所
数
・
輸
送
時
間
の
削
減
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
通
常
出
荷
と
比
べ
、
店
頭
に
並
ぶ

ま
で
の
時
間
を
半
日
以
上
短
縮
で
き
る
こ

と
か
ら
、
鮮
度
の
良
さ
を
訴
求
し
、
量
販

店
で
の
取
り
扱
い
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

も
狙
い
の
ひ
と
つ
で
す
。

２
．
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
の
導
入

　

Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
で
は
、
農
林
水
産
省
が

推
奨
す
る
Ｔ-

11
型
の
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
た
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ズ
・
仕
様
を
統
一
し
た
パ
レ
ッ
ト
を

Ⅲ　
農
産
物
の
効
率
的
な
輸

送
体
系
の
確
立

１
．
レ
タ
ス
の
直
送
輸
送

　

み
か
ん
園
芸
部
で
は
、
秋
冬
期
の
主
力

品
目
で
あ
る
レ
タ
ス
の
効
率
的
な
輸
送
体

系
を
構
築
し
ま
し
た
。
西
日
本
の
レ
タ
ス

主
産
地
と
比
べ
、
首
都
圏
と
の
距
離
が
近

い
本
県
の
利
点
を
生
か
し
、
卸
売
市
場
へ

運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
と
は
別
に
取
引
先
ス
ー

パ
ー
の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
直
接
輸
送
す
る

ル
ー
ト
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

　

取
組
み
は
、
令
和
２
年
度
に
改
正
卸
売

市
場
法
が
施
行
さ
れ
、
取
引
先
市
場
を
介

さ
ず
に
実
需
者
へ
直
送
す
る「
商
物
分
離
」

の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同

▲T-11型パレットを使用した出荷（JAみっかび柑橘選果場）

図１．効率的な農産物輸送体制（イメージ）

▲首都圏量販店で販売される静岡レタス

問
い
合
わ
せ
先

・・
担
当
：
営
農
総
合
対
策
部　

Ｊ
Ａ
支
援
課

　

電
話
：
０
５
４-

２
８
４-

９
７
０
９
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topics & news

流
通
開
発
課
は
10
月
30
日
、
県
農
業

会
館
で
「
静
岡
い
ち
ご
輸
出
産
地
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
き
、
生
産
者
や
県
内
Ｊ
Ａ
、
県
、

卸
売
会
社
な
ど
の
関
係
者
28
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
格
的
な
イ
チ
ゴ
の
出
荷
期

を
前
に
、
産
地
と
の
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
輸
出
事
業
の
強
化
と
生
産

基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
つ
な
げ
る
狙
い
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
会
、
Ｊ
Ａ
全

農
、
県
、
卸
売
会
社
の
静
岡
Ｖ
Ｆ
が

そ
れ
ぞ
れ
輸
出
戦
略
や
販
売
実
績
、

規
制
へ
の
対
応
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

同
課
の
担
当
者
は
「
県
産
イ
チ
ゴ

の
輸
出
は
拡
大
傾
向
で
、
令
和
5
年

度
は
前
年
比
２
倍
強
の
売
上
。
現
地

の
日
系
ス
ー
パ
ー
で
の
フ
ェ
ア
開

催
に
よ
る
販
売
先
の
確
保
や
香
港

で
ス
イ
ー
ツ
材
料
な
ど
の
業
務
用

規
格
の
需
要
が
高
ま
り
、
販
売
拡
大

に
つ
な
が
っ
た
。
価
格
に
つ
い
て
も

１
月
以
降
は
国
内
平
均
単
価
よ
り

＋
１
０
０
円
／
pk
ほ
ど
優
位
性
が

み
ら
れ
た
。」と
説
明
。
一
方
で
課
題

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
輸
出
対
策

部
よ
り
「
主
要
な
輸
出
先
国
へ
は
市

場
取
引
の
青
果
物
も
輸
出
さ
れ
、
価

格
競
争
の
激
化
や
残
留
農
薬
の
規

制
に
適
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

み
か
ん
園
芸
部
と
企
画
管
理
課
は
11
月

12
日
、
静
岡
市
内
で
「
令
和
６
年
度
系
統

経
済
事
業
研
究
委
員
会
・
流
通
懇
談
会
」

を
開
き
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
卸
売
会
社
か
ら
関

係
者
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
主
要

取
引
先
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

に
よ
る
販
売
力
強
化
を
図
り
、
県
産
農
産

物
の
品
質
の
良
さ
を
発
信
し
て
消
費
拡
大

と
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
る
目
的
。

懇
談
会
で
は
、
み
か
ん
園
芸
部
が
、
青

果
・
柑
橘
（
か
ん
き
つ
）・
花
き
の
秋
冬
期

出
荷
計
画
と
販
売
戦
略
を
共
有
。
資
材
高

騰
や
気
候
の
変
化
、
後
継
者
不
足
に
伴
う

生
産
量
の
確
保
を
課
題
に
挙
げ
、
効
果
的

な
消
費
宣
伝
な
ど
の
販
売
促
進
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
品
目
提
案
な
ど
の
生

産
振
興
の
取
組
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

産
地
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
卸
売
会
社
へ

生
産
コ
ス
ト
の
販
売
価
格
へ
の
反
映
を
求

「
静
岡
い
ち
ご
」の
輸
出
拡
大
へ

静
岡
い
ち
ご
輸
出
産
地
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

産
地
と
市
場
の
連
携
に
よ
る
販
売
力
強
化

令
和
６
年
度
系
統
経
済
事
業
研
究
委
員
会・流
通
懇
談
会

▲輸出事業の取組みについて説明を受ける参加者ら

▲出荷計画を確認する関係者ら

▲挨拶する石川理事長

め
、
卸
売
会
社
は
「
栽
培
環
境
は
厳
し
い

が
、
安
定
出
荷
に
期
待
し
て
い
る
。
市
場

で
も
農
家
の
所
得
確
保
の
た
め
販
売
価
格

を
引
き
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
く
」
と
応

え
ま
し
た
。

挨
拶
し
た
石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事
長

は
「
県
産
農
産
物
の
出
荷
が
本
格
化
す
る

秋
冬
期
に
向
け
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
卸
売
会
社

が
一
体
と
な
っ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
課

題
に
対
応
し
、
有
利
販
売
と
生
産
者
の
所

得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
話
し
ま
し

た
。

本
会
は
今
年
、
農
水
省
が
新
設
し
た
制

度
で
、
農
畜
産
物
の
輸
出
を
け
ん
引
す
る

「
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
輸
出
産
地
」
に
、イ
チ

ゴ
産
地
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
産
地
が
一
体
と
な
っ
て

海
外
の
ニ
ー
ズ
や
規
制
に
対
応
す
る
農
産

物
づ
く
り
を
す
す
め
、
県
産
イ
チ
ゴ
の
輸

出
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
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topics & news

小
笠
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
10
月
27
日
、
菊

川
市
の
お
が
さ
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
「
お
肉
の
日
畜
産
フ
ェ
ア
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
は
県
畜
産
振
興
課
が
主
催
し
、

県
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
同
セ
ン
タ
ー
を

活
か
し
た
地
域
振
興
を
目
的
に
例
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
畜
産
物
の
販
売
や

試
食
配
布
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
９
千
人
の
来
場
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

本
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
金
豚
王
」
の
ウ

イ
ン
ナ
ー
や
「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」

を
使
っ
た
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
ば
ら
部

会
（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）
は
10
月
24

日
、
県
農
業
会
館
で
、「
令
和
６
年
度
静

岡
県
花
卉
連
ば
ら
品
種
検
討
会
」
を
開
き
、

県
内
６
Ｊ
Ａ
の
バ
ラ
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
担
当

者
、
市
場
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

品
種
検
討
会
で
は
、
国
内
の
種
苗
メ
ー

カ
ー
４
社
（
京
成
バ
ラ
園
芸
㈱
、
国
枝
バ

ラ
園
㈱
、
イ
ノ
チ
オ
精
興
園
㈱
、
㈱
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
が
、
今

年
販
売
さ
れ
る
新
品
種
を
中
心
に
魅
力
や

特
徴
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
㈱
大
田
花

き
の
担
当
者
か
ら
は
、
出
荷
に
期
待
す
る

品
種
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
生
産
者
と
情

報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

本
会
ブ
ラ
ン
ド
を
P
R

お
肉
の
日
畜
産
フ
ェ
ア
で

県
産
畜
産
物
を
販
売

新
品
種
導
入
を
検
討

令
和
６
年
度
静
岡
県
花
卉
連

ば
ら
部
会
品
種
検
討
会

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
（
事
務

局
：
野
菜
花
卉
課
）
と
花
咲
く
し
ず
お
か

フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
11
月

５
日
、
静
岡
市
葵
区
の
県
庁
を
訪
れ
、
県

産
の
バ
ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
、
カ
ー
ネ
―
シ
ョ

ン
な
ど
の
花
束
を
鈴
木
康
友
知
事
と
増

井
浩
二
副
知
事
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
11
月

22
日
の
「
い
い
夫
婦
の
日
」
に
合
わ
せ
て

花
き
生
産
者
と
生
花
商
組
合
な
ど
が
連

携
し
、
例
年
県
産
花
き
の
消
費
拡
大
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

花
束
を
贈
呈
し

た
同
連
合
会
の
生

産
者
ら
は
「
夏
の

猛
暑
に
よ
り
各
品

目
で
年
々
難
し
い

栽
培
環
境
な
っ
て

い
る
」と
話
し
、生

育
状
況
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
鈴

木
知
事
は
「
県
で

も
高
温
対
策
や
新

品
種
の
研
究
な
ど

を
す
す
め
て
い
る
。

生
産
者
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
技
術
面

で
も
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え

ま
し
た
。

い
い
夫
婦
の
日
に
花
を
贈
ろ
う

県
知
事
に
花
束
を
贈
呈

▲本会の出展ブース

▲新品種の説明を受ける生産者ら
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近
畿
東
海
北
陸
肉
牛
協
会
は
11
月
10
日
、

神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
西
部
市
場
で
肉
牛

共
進
会
を
開
き
、
６
府
県
（
京
都
、
滋
賀
、

静
岡
、
三
重
、
岐
阜
、
兵
庫
）
か
ら
雌
牛

と
去
勢
牛
の
２
部
門
に
計
１
０
０
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
、
雌
牛
の

部
で
滋
賀
県
の
近
江
谷
口
牧
場
㈱
、
去
勢

牛
の
部
で
京
都
府
の
㈲
京
都
丹
波
牧
場
が

▲講義を受ける参加者

▲出品された枝肉の品質を確認する関係者

▲検品のようす

特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
認
定
農
場
の
会

（
事
務
局
：
経
済
連
畜
産
セ
ン
タ
ー
）
は

11
月
11
日
、
浜
松
市
食
肉
地
方
卸
売
市
場

で
「
第
36
回
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
枝
肉

共
励
会
」
を
開
き
、
本
会
ブ
ラ
ン
ド
「
特

選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」
の
黒
毛
和
種
雌
15

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
尾
藤

和
彦
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
し
た
日
本
枝
肉
格
付
協
会
浜
松
事
業

所
の
石
川
悠
未
所
長
は
「
最
優
秀
賞
の
枝

肉
は
肉
の
光
沢
・
締
ま
り
・
き
め
と
も
に

良
質
で
、
副
芯
・
カ
ブ
リ
・
ば
ら
の
脂
肪

交
雑
も
細
か
く
十
分
だ
っ
た
。」と
講
評
し

ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

農
業
機
械
課
・
Ｊ
Ａ
支
援
課
は
11
月
１

日
、菊
川
市
の
県
農
業
研
修
会
館
で「
農
機

事
業
幹
部
候
補
育
成
研
修
」
を
開
き
、
県

内
５
Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
ら
18
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

研
修
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
農
機
セ
ン
タ
ー
を

支
え
る
役
職
者
の
役
割
や
問
題
解
決
の
技

法
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
効
果
的

な
報
告
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
い
て
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
や
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
役
職
で
の
立
場
や
役
割
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
が
中

心
と
な
っ
て
上
司
や
部
下
と
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
職
場
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

６
府
県
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
が
揃
う

第
71
回
近
畿
東
海
北
陸
連
合
肉
牛
共
進
会

受
賞
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
雌
牛
10
頭
、
去
勢
牛
３

頭
が
出
品
さ
れ
、
雌
牛
の
部
で
Ｊ
Ａ
掛
川

市
の
堀
内
慎
也
さ
ん
が
優
秀
賞
１
席
、
去

勢
牛
の
部
で
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
野
島
泰
雄

さ
ん
が
優
秀
賞
２
席
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
県
内
か
ら
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）

第
1
部
（
雌
）

・
優
秀
賞
１
席

　
　

堀
内　

慎
也

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

・
優
良
賞
１
席

　
　

㈲
渡
邊

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）

・
優
良
賞
３
席

　
　

武
友　

沙
千
子

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

・
優
良
賞
４
席

　
　

大
井　

寿
生

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
大
井
川
）

・
優
良
賞
５
席

　
　

㈱
す
ず
き
牧
場

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

第
２
部
（
去
勢
）

・
優
秀
賞
２
席

　
　

野
島　

泰
雄

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

・
優
良
賞
５
席

　
　

杉
浦　

浩
務

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

最
優
秀
賞

　

・
尾
藤　

和
彦
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）

優
秀
賞

　

・
菅
本　

徹
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）

　

・
武
友　

沙
千
子
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

本
会
ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
向
上
へ

第
36
回
特
選
和
牛

静
岡
そ
だ
ち
枝
肉
共
励
会

中
堅
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

農
機
事
業
幹
部
候
補

育
成
研
修
を
開
催
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団
体
の
部
で
静
岡
A
が
優
勝

第
41
回
全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技
会

旬
の
県
産
農
産
物
を
P
R

名
古
屋
市
中
央
卸
売
市
場
で
試
食
宣
伝
会
を
開
催

全
国
茶
生
産
青
年
団
は
１
日
、
静
岡
市

葵
区
の
静
岡
茶
市
場
で
「
第
41
回
茶
生
産

青
年
茶
審
査
技
術
競
技
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
13
府
県
の
県
大
会
を
通
過
し
た
代
表

98
人
が
参
加
し
、
茶
の
鑑
定
審
査
技
術
を

競
い
ま
し
た
。

１
チ
ー
ム
５
人
の
総
合
得
点
で
順
位
を

決
め
る
団
体
の
部
は
本
県
か
ら
３
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
競
技
の
結
果
、
静
岡
Ａ
チ
ー

ム
（
原
間
信
太
郎
さ
ん
、
森
島
康
博
さ
ん
、

中
小
路
勝
洋
さ
ん
、
井
川
健
二
さ
ん
、
松

井
天
馬
さ
ん
）
が
優
勝
、
静
岡
Ｂ
チ
ー
ム

（
松
下
公
彦
さ
ん
、
丸
尾
友
基
さ
ん
、
杉
山

名
古
屋
事
務
所
は
11
月
14
日
、
名
古
屋

市
中
央
卸
売
市
場
北
部
市
場
で
県
産
農
産

物
の
試
食
宣
伝
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
場

関
係
者
へ
旬
を
迎
え
る
セ
ル
リ
ー
と
自
然

薯
の
食
べ
方
を
Ｐ
Ｒ
し
、
県
外
で
の
取
り

扱
い
拡
大
に
つ
な
げ
る
狙
い
。
こ
の
日
は
、

Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
産
の
セ
ル
リ
ー
を
使
っ

た
「
温
サ
ラ
ダ
」
と
Ｊ
Ａ
静
岡
市
産
の
自

然
薯
を
使
っ
た
と
ろ
ろ
汁
・
む
か
ご
唐
揚

げ
を
提
供
。「
温
サ
ラ
ダ
」
は
、
調
味
料

メ
ー
カ
ー
の
理
研
ビ
タ
ミ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
、

同
社
商
品
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
用
し
ま

し
た
。

▲▼競技に挑んだ各府県の代表ら

▲セルリーのコラボレシピを振る舞う関係者

▲市場関係者で賑わう試食宣伝コーナー

大
智
さ
ん
、
松
浦
永
治
さ
ん
、
藤
中
康
彦

さ
ん
）
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

個
人
の
部
は
京
都
府
の
小
島
康
稔
さ
ん

が
優
勝
、
本
県
の
松
下
公
彦
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

遠
州
中
央
）
が
準
優
勝
、
原
間
信
太
郎
さ

ん
（
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
）
が
３
位
と
な
り
ま

し
た
。

団
体
の
部
で
優
勝
、
個
人
の
部
で
３
位

に
入
賞
し
た
原
間
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
全
員

で
力
を
合
わ
せ
て
団
体
優
勝
が
で
き
、
う

れ
し
い
。
次
回
は
個
人
、
団
体
と
も
に
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

同
事
務
所
は
こ
れ
ま
で
に
も
新
タ
マ
ネ

ギ
や
馬
鈴
薯
な
ど
で
県
産
農
産
物
の
コ
ラ

ボ
レ
シ
ピ
を
開
発
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
レ
シ
ピ

動
画
配
信
や
量
販
店
で
の
販
促
で
活
用
し
、

消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
経
済
連
の

担
当
者
は
「
静
岡
県
は
セ
ル
リ
ー
と
自
然

薯
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
産
地
。
今
後
の

増
量
時
期
に
向
け
、
買
参
人
や
量
販
店
バ

イ
ヤ
ー
へ
の
訴
求
を
通
じ
て
、
認
知
、
売

り
場
、
消
費
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

分岐部から5cm以上残す
主
に
新
梢
が

発
生
す
る
範
囲

一
は
じ
め
に

　

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
（
図
１
左
）
は
、
ニ
ュ

ー
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
と
い
う
名
称
で
販
売

さ
れ
る
静
岡
県
伊
豆
地
域
の
特
産
カ
ン
キ

ツ
で
す
。
伊
豆
地
域
に
お
け
る
ヒ
ュ
ウ
ガ

ナ
ツ
の
栽
培
は
、
大
正
９
年
頃
に
開
始
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
ヒ
ュ
ウ

ガ
ナ
ツ
を
栽
培
す
る
伊
豆
の
産
地
に
は
、

樹
齢
40
年
生
以
上
で
樹
高
５
ｍ
を
超
え
る

大
木
が
み
ら
れ
、
作
業
性
が
悪
化
す
る
こ

と
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
右
）。

　

そ
こ
で
、
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ら
の
大
木
を
樹
高
が
低
く
管
理

し
や
す
い
樹
に
再
生
し
、
作
業
性
の
改
善

が
図
れ
る
「
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
」
に
つ

い
て
技
術
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

特
段
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
わ
け

で
は
な
く
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
あ
れ
ば
誰

で
も
実
施
で
き
る
の
が
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処

理
の
特
徴
で
す
。

二
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
の
方
法

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
、
地
上
50
〜

60
㎝ 
程
度
の
高
さ
で
、
地
上
部
を
全
て
切

除
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
主
枝
の
基
部
を

５
㎝ 
以
上
残
す
よ
う
に
し
ま
す
（
図
２
）。

主
幹
部
一
カ
所
で
切
る
の
で
は
な
く
、
主

枝
の
基
部
を
少
し
残
し
て
切
る
理
由
は
、

新
梢
が
発
芽
す
る
箇
所
の
表
面
積
を
少

し
で
も
大
き
く
確
保
す
る
た
め
で
す
。
切

除
後
は
切
り
口
の
腐
敗
を
予
防
す
る
た

め
、
切
り
口
の
全
面
を
覆
う
よ
う
に
ゆ
合

剤
を
塗
布
し
ま
す
。
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

が
可
能
な
時
期
は
３
月
か
ら
５
月
で
、
処

理
時
期
が
３
月
で
あ
っ
て
も
、
５
月
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
後
の
生
育
に
差
は
な
い
こ

と
を
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
い
ま
す
。
一

般
的
な
カ
ン
キ
ツ
類
の
剪
定
時
期
は
発
芽

前
の
３
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
剪
定
と
同

様
に
枝
を
切
除
す
る
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

も
３
月
が
適
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ヒ

ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
の
収
穫
時
期
は
４
月
か
ら
５

月
で
あ
る
た
め
、
３
月
に
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

処
理
す
る
場
合
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
前

の
樹
に
着
果
し
て
い
る
果
実
は
本
来
の
収

穫
期
よ
り
も
早
い
３
月
に
収
穫
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
の
本
来
の

収
穫
期
で
あ
る
５
月
に
果
実
を
収
穫
し
た

い
場
合
は
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
は
収
穫

後
の
５
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

樹
高
を
下
げ
て
省
力
的
に
栽
培
で
き
る

樹
高
を
下
げ
て
省
力
的
に
栽
培
で
き
る

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
の
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
の
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
伊豆農業研究センター生育・加工技術科

上席研究員

浜部  直哉図２ カットバック処理時の主枝の切除位置

図１　ヒュウガナツの果実（左）と大木化したヒュウガナツ樹（右）
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

地
の
再
生
の
方
法
と
し
て
は
、
新
し
い
苗

木
へ
の
改
植
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、

苗
木
を
定
植
し
た
場
合
に
は
樹
が
大
き
く

な
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

１
年
生
の
苗
木
を
定
植
す
る
と
、
少
な
く

と
も
定
植
か
ら
２
年
間
は
収
量
が
得
ら
れ

な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
。
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

処
理
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
樹
が
早
く
大
き
く

な
る
こ
と
か
ら
収
量
の
増
加
も
早
い
点
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
後
の
樹
は
コ
ン
パ

ク
ト
な
樹
形
と
な
り
、
収
穫
作
業
時
間
だ

け
で
な
く
、
摘
果
や
剪
定
、
農
薬
の
散
布

に
要
す
る
時
間
な
ど
も
削
減
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
カ
ン
キ
ツ
の
年
間
を
通

し
た
栽
培
管
理
に
お
い
て
作
業
性
改
善
に

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
状
で
報
告
で

き
る
試
験
成
果
は
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
の
み
で

す
が
、
現
在
、
そ
の
他
の
カ
ン
キ
ツ
品
種

で
も
同
様
に
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
が
可
能

か
を
検
証
す
る
試
験
を
実
施
中
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
研
究
成
果
は
別
途
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

樹
の
収
穫
時
間
は
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

し
な
い
大
木
に
比
べ
て
約
４
割
削
減
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
樹
上

ま
た
は
脚
立
を
利
用
し
た
収
穫
が
大
半
で

あ
っ
た
大
木
で
の
作
業
に
比
べ
て
、
カ
ッ

ト
バ
ッ
ク
処
理
後
の
樹
は
地
上
か
ら
す
べ

て
の
果
実
を
収
穫
で
き
た
た
め
、
効
率
的

に
作
業
で
き
た
こ
と
が
収
穫
時
間
の
短
縮

に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

樹
に
登
る
こ
と
な
く
地
上
で
す
べ
て
の
果

実
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

農
作
業
の
安
全
性
と
い
う
点
か
ら
も
大
き

三
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
後
の
樹
体
生
育

　

樹
高
5.1
ｍ
の
大
木
を
令
和
２
年
５
月
に

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
し
た
と
こ
ろ
（
図

３
）、
処
理
１
年
後
の
令
和
３
年
３
月
に

は
樹
高
1.6
ｍ
、
樹
幅
1.4
ｍ
ま
で
樹
が
再
生

し
、
そ
の
年
の
春
（
令
和
３
年
５
月
）
に

は
着
蕾
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
蕾
が
落

下
せ
ず
に
結
実
し
た
こ
と
か
ら
、
収
穫
が

開
始
で
き
る
の
は
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
か

ら
２
年
後
（
令
和
４
年
５
月
）
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
収
穫

物
が
得
ら
れ
な
い
未
収
益
期
間
は
、
枝
の

伸
長
に
よ
る
樹
体
の
再
生
を
行
う
必
要
が

あ
る
１
年
間
の
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
処
理
２
年
後
に

は
樹
高
2.1
ｍ
、
樹
幅
2.0
ｍ
と
な
り
、
目
標

と
し
て
い
た
高
さ
２
ｍ
ま
で
樹
が
再
生
し

た
こ
と
か
ら
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
後
は

樹
の
成
長
が
早
い
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
処
理
３
年
後
に
は
樹
高
2.6
ｍ
、
樹

幅
2.3
ｍ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
樹
高
を
低
く

維
持
す
る
た
め
の
剪
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

四
作
業
性
改
善
効
果
と
収
量

　

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
し
た
樹
と
処
理
し

な
か
っ
た
大
木
で
、
収
穫
作
業
の
時
間
を

比
較
し
ま
し
た
（
図
４
）。
純
粋
な
作
業

性
を
比
較
す
る
た
め
、
果
実
１
㎏ 
を
収
穫

す
る
の
に
要
し
た
時
間
に
換
算
し
て
比
較

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
０
１
２

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所　

伊
豆
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー　

生
育
・
加
工
技
術
科

agriizu@
pref.shizuoka.lg.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
５
７-

９
５-

２
３
４
１

図３ カットバック処理前後におけるヒュウガナツの樹姿

図４ カットバック処理による
　　 収穫時間の削減

処理前 処理直後 3年後5.1m 0.6m 2.6m

な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理

か
ら
１
年
間
は
枝
を
伸
ば
す
だ
け
に
な
る

た
め
、
処
理
１
年
後
は
収
量
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
２
年
後
以
降
は
樹
の
再
生
に
伴

い
少
し
ず
つ
収
量
が
回
復
し
ま
す
。
カ
ッ

ト
バ
ッ
ク
処
理
か
ら
２
年
後
に
は
１
樹
当

た
り
3.1
㎏ 
、
３
年
後
に
は
6.5
㎏ 
の
収
量
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
樹
が
老
齢
に
な
っ
た
園

カットバック 無処理

４割
削減

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0

果
実
1k
g
当
た
り
収
穫
時
間

（
分
／
k
g
／
2
名
）
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検索しずおか手しお屋

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全１１回放
送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。
　令和６年度の第７回目（11月16日）の放送では、お笑い芸人
のモグライダーが御殿場市からごてんばこしひかり「このはな
の恵み」の新米を紹介しました。「このはなの恵み」は、同JA管
内の御殿場市・小山町で栽培されるごてんばこしひかりのトッ
プブランド米で、香り高く優しい甘みが特徴です。
　番組では、JAふじ伊豆御殿場営農経済センター地区営農課の
勝又厚さんがビデオメッセージで出演し、「このはなの恵み」の
美味しさをPRしました。

◀商品ページはこちらから

※ 販売価格や販売時期は
　変更する場合があります。

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

【紅はるか】「三島甘藷（みしまかんしょ）」
2.5kg化粧箱（JAふじ伊豆）

2.5kg 3,600円
（税込、配送料込み）

　三島市佐野地区で栽培される「三島甘藷」。最近流行の
”ねっとり”したさつまいもがお好きな方にオススメの「紅
はるか」です！
　おいしい食べ方は定番の焼き芋。よく洗い、アルミホイ
ルで包み、オーブントースターで30~40分ほどかけてじっ
くり焼けば完成です。簡単に美味しい焼き芋が作れるので
ぜひ一度お試しください！
　また、2.5kg規格は、１本１本ベテラン職員が目で確か
めて、一箱ずつ丁寧に手で箱詰めいたします！「三島甘藷
オリジナルＢＯＸ」にてお届けしますので、贈答用にもお
すすめです。是非ご賞味ください！

担当： 営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）
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有
機
質
肥
料
に
つ
い
て

　

肥
料
に
は
、
鉱
物
由
来
や
化
学
的
に
製

造
さ
れ
る
無
機
質
肥
料
と
植
物
や
動
物
な

ど
有
機
物
由
来
の
有
機
質
肥
料
が
あ
り
ま

す
。
有
機
質
肥
料
は
土
づ
く
り
効
果
も
期

待
で
き
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
に
と
っ

て
有
効
な
肥
料
で
す
。
本
県
は
、
県
内
に

搾
油
工
場
や
水
産
加
工
場
な
ど
有
機
質
肥

料
の
原
料
が
発
生
す
る
工
場
が
あ
り
、
以

前
か
ら
多
く
の
有
機
質
肥
料
を
利
用
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
国
内
で
発
生
す
る
有
機
質

肥
料
に
限
ら
ず
、
海
外
か
ら
の
原
料
調
達

も
含
め
様
々
な
有
機
質
肥
料
の
仕
入
を
行

い
、
単
肥
や
配
合
肥
料
原
料
と
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
。

魚
粕
原
料
の
状
況

　

本
県
で
は
、
古
く
か
ら
焼
津
港
と
清
水

港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
の

水
産
加
工
場
か
ら
出
る
魚
の
加
工
残
渣
を

魚
粕
と
し
て
肥
料
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
全
国
的
に
水
産
加
工
か

ら
発
生
す
る
残
渣
が
減
少
し
て
お
り
、
肥

料
用
途
よ
り
も
高
価
格
で
販
売
で
き
る
飼

料
用
途
の
製
造
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
国
内
発
生
だ
け
で
は
肥
料
需
要
を
確

保
で
き
な
い
た
め
、
本
会
で
は
、
魚
粕
原

料
の
一
部
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
魚
粕
原
料
の
主
な
輸
入
先
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
す
。
今
回
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
内
に
い
く
つ
か
あ
る
仕
入
先
の
う

ち
、
一
番
の
数
量
を
輸
入
し
て
い
る
仕
入

先
を
訪
問
し
た
際
の
現
地
の
状
況
や
商
談

の
様
子
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
魚
粕

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
日
本
と
同
じ
島
国

の
た
め
漁
業
が
重
要
な
産
業
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
世
界
４
位
の
人
口

を
誇
り
、
経
済
発
展
の
中
で
、
漁
業
、
水

産
加
工
業
か
ら
肥
料
用
途
の
魚
粕
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

生
産
状
況

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
も
、
エ
ビ
養
殖

な
ど
の
飼
料
に
魚
粕
の
需
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
肥
料
に
は
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

肥
料
用
魚
粕
は
日
本
へ
の
輸
出
の
た
め
だ

け
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
は
、
天
日
干
し
で
乾
燥
さ
れ
た
魚

粕
原
料
を
工
場
に
て
粉
砕
し
、
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
充
填
さ
れ
、
計
量
後
に

コ
ン
テ
ナ
で
日
本
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲魚粕を天日干しにして乾燥させる作業

▲原料となる魚の水揚げ

▲品質確認のようす

担
当
：
生
産
資
材
部

肥
料
農
薬
課

電
話
：
0
5
4-

2
8
4-

9
7
2
3

肥料農薬
レポート
vol.1

魚
粕
原
料
確
保
へ
の
取
組

魚
粕
原
料
確
保
へ
の
取
組

　

現
地
工
場
担
当
者
と
現
物
を
見
な
が
ら

乾
燥
状
態
な
ど
の
品
質
を
確
認
し
、
今
後

も
安
定
し
た
品
質
で
の
継
続
供
給
を
依
頼

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

肥
料
成
分
・
形
状
を
変
更
し
た
新
規
原
料

の
検
討
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
と
め

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
肥
料
用
魚
粕
は
、
輸

出
の
た
め
だ
け
に
生
産
し
て
い
る
た
め
、

現
地
メ
ー
カ
ー
は
販
売
面
で
の
不
安
を
か

か
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
訪
問
し
、
安

定
供
給
の
依
頼
を
行
い
、
信
頼
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
も
高
品
質
の
魚
粕
原
料

を
有
利
に
仕
入
れ
る
た
め
の
関
係
作
り
を

強
化
で
き
ま
し
た
。
本
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
安
定
的
な
原
料
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

視
察
内
容

　

生
産
工
場
を
訪
問
し
、
現
地
で
原
料
の

品
質
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
工
場
で
は
、

入
荷
し
た
原
料
の
乾
燥
状
態
な
ど
品
質
チ

ェ
ッ
ク
と
最
終
調
整
を
行
い
ま
す
。
入
荷

時
の
品
質
確
認
は
継
続
し
て
行
わ
れ
、
安

定
し
た
品
質
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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JA静
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情
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担当：みかん園芸部 野菜花卉課（TEL：054-284-9714）
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